
現代漢語にお ける形容 詞+「 了」 につい て(2)

鈴 木 義 昭

前 号 では,形 容 詞+r了 」 お よび そ の他 の品 詞 に 付 くr了 」 に つ い て,

そ の ア ウ トライ ンを 術鰍 してみ た 評 引 ぎ続 ぎ本 号 で は,前 者 に つ い て も

う少 し詳 し く眺 め て み た い 。

‡*

現代漢語助詞r了 」の果たす役割の一つに,r事 態の変化の完成,あ る

いは変化が現れようとすることを示す」作用があることについて,異 論は

ないであろう。前号で述べたように,昌 叔湘等錦 『現代沢悟八百洞』はそ

れを三種に分類Lて いる調 ここでは新たに以下 の四種類に分類 してみる

ことにする6目この分類の目するところは,形 容詞+「 了」の形 と他の成分

とがどのような係わ りを持っているかを考える点に在る。大ぎくは以下の

とお りである。

1)単 純に形容詞のす ぐあとにr了 」が付いたもの

2)副 詞および副詞的成分が付いた上で,形 容詞+「 了」 の形 となるも

の

3)形 容詞に趨向成分が付ぎ,そ れにr了 」の付いたもの.

4)r一 ～就～」等の構文の中で,形 容詞+r了 」の形を取 る もの,そ

の他

とい うことになる。

*'1*

以下に採用する例文は,い ずれも中国の日本語文法解説書ならびに日本

文学の翻訳からのものを主として用いることに した。131両語の比較がより
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明 らか に な る と考 え たか ら で あ る。

まず,』1)'は 最 も単 純 な形 で,主 語+形 容 詞+r了 」 以 外 虻 催 の 要 素 は

な い 。 これ に は,

① 花 紅 了。(花 が 赤 くな った/花 が(赤 く)咲 い た 。)～ ■

② 羨 麦 白 了。<髪 の 毛 が 白 くな った 。)・〔 ●

な どの 単 文 が あ る と と もに,少 し複 雑 に な っ て,

③ 天 色 暗 了,停 了工 。(暗 くな った の で 仕事 を 切 り上 げ た 。)
}v、 ●

目④ 鼻子短了,反 倒明内供后悔不迭。(鼻 が短 くなった のが,(内 供㎜ ■

は)か え って恨 め し くな った 。)

な どの よ うに 複 文 とな る こ ともあ る 。複 文 の場 合,③ ・④ の よ うに,従 属

節 の 中 で用 い られ る時 と,

⑤ 打 杁 新 四軍 来 了 以后,老 百 姓 的胆 子 オ 壮 了。(新 四 軍 が 来 て か ら～ ■

とい うもの,人 々の胆の玉は大ぎくなった/人 々の度胸は坐った。)

のよう目な主節の中に用いられる時とがある。 しか し,形 容詞+「了」の形

でr変 化」(完 成 。新しい状況の出現)を 蓑 してお り,意 味的には変 りは

ない。以上挙げた五例では,い ずれも単音節の形容詞であって,目そ うした

単音節形容詞が変化を表す時,状 態の肯定を表すケースとの区別がむずか

しい。そのため,副 詞および副詞的成分を付加することによって,意 味の

混同を防 ぐことがある。それが2)の 形である。

この場合,

⑥ 這介表剛修好,又 圷了。(この腕時計は直 したばか りな のに,ま
恥～ ●

た調子が悪 くなった/ま たこわれた。)

⑦ 眼看寓小女核漸漸逸了。(み るみる小娘か ら遠 くなっていった。)
冒9

な どに お い て は,副 詞r又 」 とr漸 漸 」 とが 直 接 にr圷 」 とr逸 」.とを 前

置 修 飾 して い る。r又 」 は そ の故 障 の頻 度 を表 し,r漸 漸 」 は 菜 の 花 と小 娘

と の 距 離 を よ りは っ き りさせ て い るわ け'であ る。 また,

⑧ 模 模 手 指 尖,已 経 汰 冷 了 σ(指 先 に 触 ってみ る と,.も う目冷 くな って一 ㎜ 智、●

一84一



いた/冷 か った。)

のr已 経」を用いるならば,そ の男が死んでからの時間的な経過を強調す

るのであるL,

⑨ 由子科学的炭展,海 底科学的資料更加半富了。(科 学の発 展に よ}ハo

って,海 底科学の資料は豊富になったσ)

としてr更 加」を用いれば,程 度を示すことになる。'

もう一つのケースは,副 詞的成分という意味で,.時 間謁 く元来は名詞 ・

数量詞)が 付加 したものである。

⑩ 達介人以前不老実,現 在老実了。(こ の人は以前は不 ま じめであ一 、`ハn『㎜ 一 ㎜ ●

ったが,今 はまじめになった/ま じめだ。)

⑪ 昭和十五年到十六年,奈 京的生活相当頬苦了。(昭 和十五 年か ら`目、 ●

十六年にかけて,東 京の生活は相当に苦 しくなった5)

⑩では,「 以前」および 「現在」という時間詞を対比的に用 い・ることにょ

って,変 化の結果を明らかにする。また⑪では,r(杁)㌣ 到～」の構文で

あるとも考えられるが,こ のままでr覗 苦」を連用修飾していると考えら

れる。単に 「苦 しかった」とするのではなく,敗 戦に至る過程で物資が窮

乏 してゆ くのを表すには,「一 くなった」でな くてはならない。.「了」・が

新 しい状況の出現を表 している所以である。

また,r一 会」を用いて,後 置の連用修飾の形を取ることもある6

⑫ 静了一会,似 乎有点声音,便 又劫揺起来,… …。(ち ょっと静 か〔 ■　

になったが,何 か物音でもしたように,ザ ワザワし始めた,… …。)

なお,『現現汲梧八百祠』における類の2)お よび3).は,こ こに入れ

るのが適当であろ うが,14)挙例は省略する。

3)・は趨句成分の問題であるoそ の趨句詞としては,

⑬ 向題漸漸夏奈起来了。.(問題はだんだ西複雑に な づた/に なづて一 ■

ぎた。)

⑭ 随着生声的笈展,人 民的生活漸漸地富裕起来了・(生 産 の発展に一 ●
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つれて,人 民の生活はだんだんと豊かになった/豊 か に な って来

た。)

などのように,r起 来」を用いることが多いように思われる。形容詞+r起

来」はある種ゐ状態が発展を開始した り,程 度が継続6深 化 した りするこ

とを表 し,そ の開始を強調する。特にそ うい う場合,積 極的な意味を持つ

ことが多いとい う。151これ以外にも

⑮ 』烙餅不但小下去(了),粉 也粗起来了。(烙餅が小さくな ったば冒、戸　 ● 『『、一 ●

か りか,小 麦 粉 の方 も質 が悪 くな った 。)目

⑯目 再 加上 天 億 一 下 子 也 冷 下 来 了,… ・晶・。'(そ の上,天 気 も一 気 に 寒 く一一ゴ目一9

なって来た。)

のようにゼ「下去」・「下来」などの使われた例も認められる。先の 「起来」

の言い方に従えぱ,r下 去」は,'状 態がすでに存在 し,そ れが発展 してゆ

く・その継続性を強調する のに対してlr下 来」 の方は,話 者に動作が向

かうてゆ くごとを示す。161

ただ,上 の例文に付けた記号によっても明らかなように,文 の構造は次

第に複雑になって来ている。こうした場合,rヱ 」は直接に形容詞 と係わ

りを持つのか,そ れ とも趨向詞 と係わ りを持つのか,は っぎ りしなくなっ

て来る。 しか しなが ら,⑬ ・⑭ とを各々

⑬ノ同題漸漸夏奈了起来。目

⑬"阿 題漸漸夏奈了起来了ポ

⑭'再 加上夫『一下子也冷了起来。'』

⑭'ノ再加上天『一下子也冷了起来了。

のように書き換えても意味に何 らの変化が見 られないと・す れ ぱ,r了 」は

形容詞に係わ っていると言 ってもよいそあろ うが,m後 稿を期 したい。

4)に ついては,雑 多なものなので問題 も多い。三'しか し本稿では,た と

えどんな構文であれ,形 容詞+r了 」の形さえ取っていれば,と とに取 り

上げることに した.し たがっ七,範 囲め広さは前三者め比ではない。
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⑰ 剛迂了一↑星期,該 子就絆起来了。(一週間たっただ け で/な の
◎一冒一一 〇

に,子 どもは太 り始めた/太 って来た。)

⑱目K君 先捺小枝,.然后漸漸捺大的投遊火里,四 周圃就明亮了起来。
⑭目'一n'一随o　

(Kさ ん は小 枝 か ら段 々大 きい 枝 を くべ て,忽 ち燃 しつ け て しま っ

た 。 そ の 辺 が急 に 明 くな った 。)

等 の場 合 は,「 ～ 就 ～ 」 の 構 文 で,「 ～ す る と～ に な る」 の 意味 を持 っ てい

る。 また,

⑲ 一 遊 九 月可 就 涼 了。(九 月 に 入 る とす ぐ涼 し くな った 。)
◎ ㊥ 一^戸,

⑳ 因 カー 喝 酒,胆 子 就 壮 起 来 了.(ち ょ っ と酒 が入 っ てい た の で・
⑤ ◎ 、『㌔一 ●

胆 っ玉 も大 ぎ くな っ て来 た 。)

の よ うな 「一 心 就 ～」 の構 文 もあ る。目「～ す る とす ぐ～ に な る」 の 意 味 で

あ る。

⑳ 交 通 越 笈 便 利起 来 了 。(交 通 は ます ま す 便 利 に な って米 た 。)
I P@}^・一・一 ●

⑫ 大家越i寸槍,同 題就越明碕了。(み んなが討論すればす るほ ど,
⑨ ◎ ◎'』'『、『'〔'■

間題は明確になった。)

以上,⑰ ～⑳までの諸例では,r就 」が接続詞である以外,r一 」 もr越 」

・r越笈」もいずれも副詞である。その意味では2)の 中に入れてもよい。

その他に,助 詞r得 」を用いた程度補語の構文を取る時にも,形 容詞+

r了」の形がよく現れる。例えば,

⑳ 風刮得越炭大起来了.(風 はますます激しくなって来た。)
△ ㊥ ⑤^'-一 ■

⑭ 有吋候他越是控空思,反 而越覚得鼻子星得長了。(時 に よる と,
ム ◎'ハ'o

苦心すればするほど,か えって長 く見えるような気さえした。)

⑳ 准的心中都融流着淡淡的欧喜,覚 得精神爽快了。(誰 の胸 にも淡
△ 『』皿 、『一 ●

く喜 びが 通 い あ って,皆 快 活 な気 分 に な った 。)

⑳ 醗験遊那霊茨克海,海 水星鴛型区τ。(オ ホツック海へ 出 ると,

海 の 色 が ハ ッキ リも っ と灰 色 が か って 来 た 。)

等 が そ うで あ る。 さ らに,'変 化 を表 す 動 詞 を直 接 用 い る こ と もあ る。 そ の目
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場合,形 容詞は結果補語 となるわけであるが,先 の趣旨に基づいて例を挙

げておく。

⑳ 一到十月,早 晩変得冷起来了。(十 月に な る と,朝 晩はめ っき り
口 △一 一 〇

寒 くなる。)

⑳ 現在屯視戸播的内容変得更加半富了σ.(今,テ レビ放送 の内容は
△ 、㌔了}■

い っそ う豊富になった。)

⑳ 他的眼晴都黙紅了。(彼 の目は徹夜のために真 っ赤になって いる
一 口})■

/真 っ赤だ。)

⑳ 柳梱炭芽変録了。(柳 の木は芽がいて緑になった。)
口㎜o

あるいは,

⑳ 把迄今今力止曾玖力是疑唯的河題弄清楚了。(今 まで疑間 だ った
口}、o

こ とを 明 らカゆこした 。)

も,や は り変 化 を表 し て い る。目そ の他,「 変 成 」。r変 力」・「成 力」 等 の動

詞 を使 う場 合 が あ る こ とは 言 う まで もな い。

**

以上,形 容詞+r了 」の形を取るものの中で,変 化 の完成 。変化 の出現

を表わす例を取 り上げてみた。主語+形 容詞÷「了」 という短文において,

形容詞のあるものは,状 態の変化を表す ことができる。そして,そ の変化

の程度等を副詞および副詞的成分を用いるζとによって表現できるのであ

る。また,「起来」・r下去」等の趨向詞を使えば,目その状態の開始 ・発展,

程度の継続 ・深fヒをも表す ことがでぎることが確認でぎた。.

ただ,.ど の形容詞が・「了」をつけることによって変化を表す ことがでぎ

るのか,何 故単音節形容詞 の多くが 「ガ展形式」(不 も含めた,趨 向詞等の

形式)を 取ることによって,「得」の後に来ることがでぎるのか,問 題は多

い。また一方,漢 語形容詞の中には,連 体修飾をするだけで,述 語になれ

ないものがある(非 滑形容洞)。{81こうしたものが,目変化の 「了」とどのよ

うな関連を持つのか,併 せて次号以降で述べてゆくことにしたい。(続 ぐ)
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注(1)早 稲田大学語学教 育研究所 「ILT四EWSユvoL80(p・52)

(2)注1に 同 じ(μ5与)

(3)日 本語文法解 説書 と しては目目

r日悟基破悟法』(弥訂 同,王 半オ編著,青 海人民 出版社,1980)

『現代 日悟沼法手冊』(牛克敬著,黒 尤江人民 出版社,1984)

『現代 日本沼実用悟法』下(陳 信徳,商 秀印枯糖,1964)

『新 日本 悟語法』(朱万清 騙著,外 悟 教学与研 究出版社,1983)

r現代 日悟基砿、吾法」(昊 之栄,李 跡隼等一商劣印お娘、1979)

日本文学の翻 訳 としては

『日本当代小悦逸』下(文 浩若端逸,外 国文学出版社,1981)

r芥川尤之介小 悦逸』(文 浩若編,人 民学 出版社,1981)

『目汲対照学徒之神』(楼 這夷等悸,上 海犀文 出版社,1981)

r日汲対照黒衣』(李 遊守注解,上 海 悸文 出版社,1979)

『文学小埜お蟹工船』(叶 滑渠葎,人 民文学 出版社,1980)

等を 使用。

(4)『 現代 汲悟八百祠』の分類において,そ の第1は 「ただすでに出現 した 情況

を肯定す るだけで,い か なる変化 も表 さな い」 とある。

(5)『 現代 汲悟八百洞』(P・392)に

表示一称状 恣在升始笈展,程 度 在継 鎮加深。形 容洞多力枳扱意又的。

とあ る。

(6)同 じ く 『現代 汲悟八百凋』くp.501)に
`下去7表 示某稗状恋已経存在 井将懸籏 笈展,… …。

`下来'表 示某稗状 恣升始 出現井継填友展,… …。

とあ る。

〔7)陸 志章 『漢語的構詞法』(修訂本,中 華書 局香 港分局,1975),p.132

(8〉 昌叔湘r双 梧語法分析∫司題』(商 劣印劣 熔,1979),p,37
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